
地域幸福度（Well-Being）指標の活用促進について

2025/３/17

第８回地域幸福度（Well-Being）指標の活用促進に関する検討会

デジタル庁
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資料２



本日の議論ポイント

 地域幸福度（Well-Being）指標を扱える人材の育成
指標活用の更なる促進に向け、指標の活用ができる人材の育成をどのように進めていくべきか。

 指標導入・活用団体支援
指標活用の熟度に合わせた指標活用支援はどうあるべきか。

 指標の利活用促進に向けたデータ公開の在り方
学術目的の二次利用や民間団体等での指標利活用を進めていくために、データ公開はどのように
あるべきか。

 リファレンス・ロジックツリーを活用したロジックツリー作成支援
リファレンス・ロジックツリーはどのように在るべきか。

ロジックツリーの活用に関する自治体支援をどのように進めていくべきか。
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都道府県別Well-Being指標活用団体

【活用自治体154団体】【都道府県別活用団体数】

2025年３月６日現在

出所：デジタル庁資料及びスマートシティ・インスティテュート資料からデジタル庁が作成

 地域幸福度（Well-Being）指標活用団体はデジタル田園都市国家構想交付金TYPE2/3採択団体以外
の団体にも拡大。

都道府県 数 活用団体（黒字：Type2/3採択団体,青字：Type2/3採択団体以外）

北海道 8 札幌市 江別市 更別村 函館市 芦別市 富良野市 厚真町 浦幌町

青森県 2 むつ市 青森市
岩手県 1 岩手町
宮城県 3 仙台市  角田市 丸森町
山形県 1 遊佐町

福島県 9 福島県 会津若松市 矢吹町 郡山市 いわき市 田村市 西会津町 
平田村 三春町

茨城県 3 境町 龍ケ崎市 東海村
栃木県 3 那須塩原市 日光市 芳賀町
群馬県 1 前橋市
埼玉県 4 熊谷市 秩父市 横瀬町 三芳町
千葉県 3 千葉市 市原市 横芝光町

東京都 9 東村山市 狛江市 東京都 品川区 渋谷区（スマートシティ推進
機構）世田谷区 調布市 国立市 新島村

神奈川県 3 横浜市 小田原市 鎌倉市
新潟県 1 聖籠町
富山県 2 朝日町 黒部市
石川県 6 石川県 能美市 金沢市 小松市 加賀市 白山市
福井県 1 大野市
山梨県 3 山梨県 山梨市 忍野村
長野県 4 茅野市 長野県 松川町 塩尻市
岐阜県 7 岐阜県 岐阜市 養老町 土岐市 瑞穂市 神戸町 白川町

静岡県 10 浜松市 三島市 焼津市 静岡県 静岡市 熱海市 磐田市 御前崎市
菊川市 函南町

愛知県 2 蒲郡市 日進市

三重県 2 三重県広域連携（多気町・大台町・明和町・度合町・紀北町）
御浜町

滋賀県 1 草津市
京都府 2 京都府 綾部市
大阪府 2 大阪府 豊能町
兵庫県 6 姫路市 加古川市 加西市 養父市 丹波市 猪名川町
奈良県 3 奈良県 香芝市 三郷町
和歌山県 5 橋本市 九度山町 みなべ町 那智勝浦町 太地町
鳥取県 2 鳥取県 日野町
島根県 2 安来市 飯南町
岡山県 7 津山市 備前市 西粟倉村 吉備中央町 井原市 総社市 真庭市
広島県 5 広島県 東広島市 尾道市 廿日市市 大崎上島町
山口県 3 下関市 山口市 山口県
徳島県 2 阿南市 那賀町
香川県 2 高松市 三豊市
愛媛県 3 愛媛県 西条市 上島町
高知県 3 室戸市 中土佐町 佐川町
福岡県 4 みやま市 粕屋町 水巻町 築上町
佐賀県 2 佐賀市 伊万里市
長崎県 2 大村市 佐世保市
熊本県 3 八代市 上天草市 湯前町
大分県 2 別府市 由布市
宮崎県 3 延岡市 木城町 都農町
沖縄県 2 浦添市 名護市
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ファシリテーター紹介・派遣事業活用状況とその他活用支援施策
 地域幸福度指標を用いたワークショップのファシリテーター約100人を養成。ワークショップ開催を希望する

自治体に対し、養成したファシリテーターを紹介・派遣。開始から4か月で6団体がワークショップを開催した。

 自治体アンケート支援システムの運用、指標紹介動画の公開などにより指標活用を支援した。デジタル化

横展開推進協議会との連携によりデジタル庁職員を対象に指標活用を体験する機会を設けた。

○ファシリテーター紹介・派遣事業 ○その他の指標活用支援施策等

デジタル化横展開推進協議会との連携

動画の公開・問合せ窓口の運用

自治体アンケート調査支援システム

指標サイトにアンケート機能を追加し自治体のアンケート実施を支援。自

治体の作業負担やコスト削減、住民の回答負荷を軽減。また、1人1票の

担保を機能をデジタル認証アプリとの連携で実現。約50団体が活用

気軽に指標活用の意義や方法を学べる動画を

作成・公開。また、オンライン相談窓口を開設し、

指標に関する疑問や相談に対応。 指標概要紹介動画

https://well-being.digital.go.jp/downloads/workshop/facilitator_outline_01.pdf

https://youtu.be/sGoJdKqCLoI

■開催の様子（茨城県龍ケ崎市）

デジタルサービスを新規に「作ること」から「使う（使い倒す）こと」が
コンセプトのデジタル化横展開推進協議会と連携し、デジタル庁職
員を対象とした指標活用ワークショップを開催し、21名が参加。

■ワークショップ開催実績

6団体、7回実施
茨城県龍ケ崎市・埼玉県横瀬町・ 
静岡県三島市・福井県大野市・
山口県山口市・沖縄県名護市

（うち、沖縄県名護市は自治体職
員/学生のそれぞれを対象とした
ワークショップを開催。⇒計 2 回）

■全自治体に案内チラシを配布し、事業を周知

表 裏
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指標の利活用促進に向けたデータ公開の在り方

これまで本検討会において調査結果の公開を求められてきたと認識

自治体の総合計画や総合戦略での指標活用が進むなど、自治体における指標活用が継続されつ
つある

データ提供実績は増加傾向（2023年度４件に対し、2024年度は１２件）

今後、大学及び公的機関の学術・研究目的での調査票個票データの二次的利用や民間団体等で
の指標利活用を促進する活動を展開する。また、アカデミアでの利用促進に向けデータアーカ
イブにデータを寄託するなどの方法も検討したい。

本指標は検討当初からランキングに使わないことを大切に進めており、利用者にも配慮を求め
てきた。利活用促進においてもランキングは制限事項としていくことが必要であり、提供デー
タの整理とルールの明確化を行い、公開に向けて手続きを進める方針としたい。
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○地域幸福度指標を活用した自治体総合
計画等

• 第３期会津若松市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略

• 第６次松川町総合計画
• 第七次前橋市総合計画第3期推進

計画（案）
• 浜松市総合計画基本計画

等

※デジタル庁で把握したものを掲載
※自治体で取りまとめ中のものも含む
※浜松市は、独自の市民意識調査を実施

○データ提供実績



Appendix
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媒体を活用した周知実績

〇啓発動画のリリース 〇デジタル庁ニュース

https://digital-agency-news.digital.go.jp/keyword/well-being

 本検討会有識者の御協力を得て指標啓発動画をリリース。デジタル庁オウンドメディア「デジタル庁ニュース」指標
活用促進に関する情報を発信した。
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